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昨
年
11
月
22
日
、永
年
同
一
職
業
に
従
事
し
、

優
れ
た
技
能
を
社
会
発
展
の
た
め
に
役
立
て
、

功
績
の
あ
っ
た
技
能
職
者
を
顕
彰
す
る
「
平
成

13
年
度
南
国
市
技
能
功
労
者
表
彰
式
」
が
、
グ

レ
ー
ス
浜
す
し
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
の
皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
順
不
同
）

●　　　　　　　　　 ●

●　　　　　　　　　 ●

川村
かわむら

幸三
こうぞう

さん
63歳：植野
建具技能士

昭和28年に弟子入りをして
以来、今日まで48年間木製建
具製作に携わってきました。
しかし、住まいの様式の変

化や、年々新しい技術も導入
されるなど、技法も以前と比
べ随分様変わりしてきまし
た。今後も先輩から受け継い
だ良き伝統技術を大切にし、
新しい技術にも積極的に挑
戦、取り組んでいきます。

介�

護�

保�

険�

　
65
歳
に
な
ら
れ
た
方
に
、
県
長
寿�

手
帳
を
発
行
し
て
い
ま
す
。�

�

市
で
は
例
年
、
敬
老
の
日
に
併
せ
て�

10
月
ご
ろ
配
布
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
後
は
、
介
護
保
険
の
被�

保
険
者
証
と
一
緒
に
送
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。�

�
 

長
寿
手
帳
は
、
県
内
施
設
な
ど
の
割
引
に
使
用
で
き
ま
す
。�

有
効
に
お
使
い
く
だ
さ
い
。�

　
第
１
号
被
保
険
者（
65
歳
以
上
）介
護
保
険
料
を
普
通
徴
収
で
納
付�

の
方
は
、
６
期
の
納
期
限
が
１
月
31
日
�
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

�

市
役
所
か
ら
送
付
さ
れ
て
い
る
納
付
書
で
、
指
定
金
融
機
関
に
納�

付
し
て
く
だ
さ
い
。�

■
市
指
定
金
融
機
関�

　
県
信
連
・
市
内
各
農
協
・
四
国
銀
行
・
高
知
銀
行
・
高
知
信
用
金�

庫
・
高
知
市
農
協
・
四
国
労
働
金
庫�

１期�

２期�

３期�

４期�

５期�

６期�

７期�

８期�

13年８月31日�

13年10月１日�

13年10月31日�

13年11月30日�

13年12月25日�

14年１月31日�

14年２月28日�

14年４月１日�

期別� 納期限�

　　13年度�
介護保険料納期�

※
お
問
い
合
わ
せ
は�

　
保
健
課
高
齢
者
介
護
保
険
係
（
�
８
８
０
・
６
５
５
６
）ま
で�
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松本
まつもと

志津夫
し づ お

さん
67歳：植田
鍛造工

三宮
さんのみや

文子
ふみ こ

さん
80歳：立田
美容師

前
まえ

川
がわ

裕
ゆたか

さん
56歳：物部
仕上士

27歳のときに父のもとに弟
子入りして以来47年間、土佐
打刃物（鉈

なた

類）の製造を続けて
います。打刃物をつくる技術
は、基本的に今も昔も全く変わ
りませんが、設備や道具資材な
どは多少変わってきました。
最近は、林業不況などで多
種少量製造の状況ですが、厳
しいときこそ工夫と努力で頑
張っていきます。

昭和17年に大阪で美容師の
修行を積み、4年後の結婚を
機に日章で開業。昭和46年、
現在地に移転し、美容師を続
けています。女性の地位向上、
権利の確立という歴史の中
で、美容師のあり方やお客様
の美容に対するとらえ方も大
きく変わってきました。
今後も健康に留意し、頑

張っていきます。

40年余り、銃作りの仕上、
組立工として先輩方の指導を
仰ぎ、技術の習得に努めてき
ました。高級銃は、工芸品と
しての価値も高く、銃身とフ
レームの結合・整形などユー
ザーの要望にあった銃をすべ
て手作りで製作しています。
銃の工芸品としての良さを

残すためにも後継者の育成に
も力を注いでいきます。

人人
権権
〜〜
共共
生生
のの
時時
代代

⑤⑤

人人
権権
・・
同同
和和
教教
育育
シシ
リリ
ーー
ズズ

「
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
の
被
害
を
受
け

た
…
」

最
近
、
こ
の
よ
う
な
報
道
を
よ

く
見
聞
き
し
ま
す
。
こ
れ
は
、「
女

性
の
人
権
」
に
対
す
る
意
識
が
高

ま
り
、
社
会
で
も
広
く
論
議
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
か
ら
で
す
。

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
（
セ
ク
ハ
ラ
）
と
は
、
相
手
に

対
し
、
不
快
感
ま
た
は
不
利
益
を

与
え
る
性
的
な
言
動
の
こ
と
で
、

人
権
を
侵
害
す
る
行
為
で
す
。

こ
の
よ
う
な
差
別
は
、
い
っ
た

い
だ
れ
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
現
象
的
に
は
女
性
以

外
の
人
間
、
つ
ま
り
、
異
性
で
あ

る
男
性
が
、
女
性
を
「
一
人
の
人

間
」
と
し
て
認
め
な
い
、
男
性
も

女
性
も
同
じ
人
間
で
あ
り
人
格
で

あ
る
と
い
う
立
場
に
立
っ
て
い
な

い
と
こ
ろ
か
ら
起
こ
る
の
で
す
。

１
９
７
４
年
の
国
際
婦
人
年
以

降
、
女
性
差
別
を
撤
廃
す
る
た
め

の
努
力
が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

社
会
の
す
べ
て
の
場
面
で
女
性
と

男
性
が
平
等
に
な
る
よ
う
に
す
る

た
め
の
国
の
行
動
計
画
を
ま
と
め

た
「
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
」

も
制
定
さ
れ
、
そ
の
実
現
に
向
け

て
動
き
だ
し
て
い
ま
す
。

こ
と
に
、「『
男
女
雇
用
機
会
均

等
法
』
改
正
法
」
の
施
行
に
よ
り
、

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
対
策
が
す
べ
て
の
事
業
主
に

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

セ
ク
ハ
ラ
と
な
り
得
る
例
と
し

て
は
、
女
性
の
ス
リ
ー
サ
イ
ズ
を

聞
く
な
ど
の
言
葉
・
身
体
へ
の
接

触
・
性
暴
力
等
が
あ
り
ま
す
。
す

る
側
に
「
悪
意
が
な
か
っ
た
」
と

し
て
も
、
そ
れ
を
受
け
る
側
が

「
不
快
」
と
感
じ
る
の
で
あ
れ
ば
セ

ク
ハ
ラ
と
な
る
の
で
す
。
男
性
中

心
の
発
想
か
ら
抜
け
出
せ
ず
、
対

等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
女
性
の

活
用
や
能
力
発
揮
を
考
え
な
い
場

合
に
起
こ
る
の
で
す
。

わ
た
し
た
ち
は
、
性
別
に
関
す

る
固
定
的
な
見
方
を
な
く
し
、
互

い
の
人
権
を
尊
重
し
合
う
環
境
づ

く
り
に
努
力
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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